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開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年 

仙
北
市
消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
と
な
っ
て
い
る
仙
北
市
消

防
出
初
式
が
１
月
６
日 

火 

に
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン

か
ら
西
明
寺
小
学
校
ま
で
消
防
団
員
、

消
防
車
両
、
音
楽
隊
、
女
性
消
防
団
員

の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
や
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

小
学
校
前
で
は
観
閲
や
市
長
と
消
防

団
長
に
よ
る
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
日
夜
仙
北
市
の
防
火
・
防
災
に
努

力
し
て
い
る
、
仙
北
市
消
防
団
の
応
援

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
出
初
式
開
催
日
程
／

　

１
月
６
日 

火   

◎
団
員
集
合
／
12
時　

西
木
温
泉
ク
リ

オ
ン

◎
人
員
報
告
／
12
時
５
分　

西
木
温
泉

ク
リ
オ
ン
駐
車
場

◎
分
列
行
進
／
12
時
15
分

◎
式
典
／
14
時　

仙
北
市
民
会
館

※
分
列
行
進
道
路
沿
い
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
車
両
通
行
止
め
／
11
時
50
分
～
13
時

（
分
列
行
進
の
間
）　

ク
リ
オ
ン
～
西

明
寺
小
学
校

※
周
辺
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁

舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
５

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

高
校
・
一
般
の
部
作
品
募
集

　

仙
北
市
民
（
高
校
生
・
一
般
）
を
対

象
に
『
平
成
26
年
度
仙
北
市
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
開
催
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
・
中
学
校
の
部
の
作
品
募

集
に
つ
い
て
は
、
各
校
あ
て
に
案
内
し

て
い
ま
す
。

●
出
品
点
数
／
１
人
１
点

●
対
象
図
書
／
自
由
。
た
だ
し
、
教
科

書
・
副
読
本
・
雑
誌
は
除
き
ま
す
。

●
用
紙
字
数
／
本
文
２
０
０
０
字
以
内

（
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
）。

※
句
読
点
（
、
点　

。
丸
）
は
そ
れ
ぞ
れ
１

字
に
数
え
ま
す
。

●
応
募
作
品
／

◎
日
本
語
で
書
か
れ
た
作
品
で
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◎
題
名
・
氏
名
等
は
必
ず
応
募
用
紙
に

記
入
し
、
本
文
の
み
原
稿
用
紙
に
記

入
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
学
習
資
料
館
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
作
品
提
出
／
学
習
資
料
館
に
直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
と
し
ま
す
。

●
募
集
締
切
／
１
月
21
日 

水 

●
表
彰
式
／
２
月
22
日 

日 （
予
定
）

●
氏
名
等
の
公
表
／
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
、
優
良
賞
の
受
賞
者
氏
名
は
『
広

西
明
寺
小
学
校

市
役
所
西
木
庁
舎

通行止め区間

西明寺駅

ク
リ
オ
ン 西

明
寺
診
療
所

105

報
せ
ん
ぼ
く
』
や

仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

表
し
ま
す
。ま
た
、

最
優
秀
作
品
は

『
広
報
せ
ん
ぼ
く
』
に
掲
載
し
ま
す
。

●
入
選
作
品
集
へ
の
掲
載
／
入
賞
作
品

は
学
習
資
料
館
発
行
の
『
仙
北
市

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

集
』
に
掲
載
し
ま
す
。

●
作
品
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

学
習
資
料
館  

〒
０
１
４-

０
３
１
１

　

仙
北
市
角
館
町
田
町
上
丁
23

　

☎
（
43
）
３
３
３
３

　
『
未
来
に
残
し
た
い
仙
北
の
景
観
～

み
ん
な
で
守
り
・
育
て
る
景
観
～
』
を

テ
ー
マ
に
仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
仙
北
市
の
景
観
の
魅

力
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
と
と
も

に
、
先
進
事
例
な
ど
に
つ
い
て
学
び
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
づ
く
り
（
景
観

を
育
て
る
）
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
１
月
17
日 

土 

13
時
30
分
～

仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

　

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
平

成
27
年
２
月
１
日
の
基
準
日
で
行
わ
れ

ま
す
（
農
林
水
産
省
）。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の
農

林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
農
山

村
地
域
に
お
け
る
土
地
資
源
な
ど
農
林

業
・
農
山
村
の
基
本
構
造
の
実
態
と
そ

の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、 

農
林
業
施
策

の
企
画
・
立
案
・
推
進
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
な
る
統
計
を
作
成
し
、
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行
う

調
査
で
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
度
未
来
農
業
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
（
追
加
）

　

県
内
の
試
験
場
等
で
行
う
農
業
研
修

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
花
き
、
果
樹
、
酪
農
、
水
稲
等
（
病
害
虫

防
除
）
の
研
修
コ
ー
ス
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
締
切
／
１
月
16
日 

金 

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課  

農
務
係

（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
０
６

　

募
集
要
項
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
美

の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
）　　

http://
w

w
w

.pref.akita.lg.jp/atkikaku/

　

平
成
26
年
中
に
給
与
・
賃
金
等
（
専

従
者
給
与
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
代

も
含
み
ま
す
）
を
支
払
っ
た
方
は
、
平

成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
仙
北
市
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
受
給
者
の
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
義
務

が
あ
り
ま
す
（
地
方
税
法
第
３
１
７

条
の
６
第
１
項
）。
ま
た
、
支
払
金
額

が
30
万
円
以
下
の
退
職
者
に
つ
い
て

も
、
公
平
・
適
正
課
税
の
観
点
か
ら
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
地
方
税
法
第

３
１
７
条
の
６
第
３
項
）。

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者

に
と
っ
て
市
県
民
税
の
申
告
に
代
わ
る

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
し

く
記
入
の
う
え
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し

な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
罰
則
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
７
）。

※
平
成
27
年
度
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
た
受
給
者
の
中
で
、
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
給
与
の
支
払
い
を
受
け
な

く
な
っ
た
方
が
い
る
場
合
は
、
４
月
15

日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書
に
係
る
給

与
所
得
者
異
動
届
出
書
を
提
出
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
地
方
税
法
第

３
１
７
条
の
６
第
２
項
）。

●
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
対
象
者
／

平
成
26
年
中
に
給
与
・
賃
金
等
を
支

給
与
を
支
払
っ
た
方
は
、
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す

払
っ
た
方
（
個
人
・
法
人
を
問
い
ま

せ
ん
）。
支
払
金
額
30
万
円
以
下
の

退
職
者
に
つ
い
て
も
、
公
平
・
適
正

課
税
の
観
点
か
ら
提
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
／
２
月
２
日 

月 

●
提
出
先
／
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

で
、
給
与
受
給
者
が
実
際
に
居
住
す

る
住
所
地
の
市
町
村
税
務
課
へ
。

　

仙
北
市
へ
の
提
出
先
は
、
総
務
部
税

務
課
市
民
税
係
と
な
り
ま
す
。

◎
総
括
表　

１
枚

◎
個
人
別
明
細
書　

１
人
に
つ
き
２
組

※
個
人
別
明
細
書
は
、
最
寄
り
の
市
役
所
・

出
張
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
／
平
成
26
年
度
当
初
賦
課
時

に
送
付
し
て
い
る
特
別
徴
収
の
し
お
り

（
最
終
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
て
い
る

給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）
を
特

別
徴
収
者
と
普
通
徴
収
者
と
を
そ
れ

ぞ
れ
仕
切
り
紙
を
使
用
し
明
確
に
区

分
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
普
通
徴

収
者
の
報
告
に
つ
い
て
は
理
由
を
付

す
る
事
項
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
総
括
表
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課  

市
民
税
係
（
田

沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
７

●
会
場
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館　

総
合

研
修
室

●
内
容
／
基
調
講
演
「
景
観
を
お
い
し

く
食
べ
る
『
ま
ち
育
て
』
の
ス
ス
メ
」

弘
前
大
学
教
育
学
部 

北
原
啓
司
教

授
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

『
花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
』

の
表
彰
、
現
在
策
定
中
の
仙
北
市
景

観
計
画
素
案
に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
９
５

　

平
成
27
年
１
月
中
旬
か
ら
各
集
落
へ

調
査
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁

舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
２

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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償
却
資
産
の
申
告
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
所

有
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告

書
を
12
月
下
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
新

規
に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方
な
ど
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
市
県
民
税
申
告
相
談
の
と
き
に
償
却
資
産
の
申
告

を
し
て
い
る
と
い
う
方
で
も
、
固
定
資
産
税
の
償

却
資
産
の
申
告
と
は
別
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
し
て
い
た
だ
く
方
／
平
成
27
年
１
月

１
日
現
在
、
仙
北
市
内
で
工
場
や
商
店
、

農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
、
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
を
貸
し
付
け
て
い
る
方
で
、
法

人
や
個
人
を
問
わ
ず
『
償
却
資
産
』
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
。

●
提
出
期
限
／
２
月
２
日 

月 

●
提
出
先
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所

●
償
却
資
産
と
は
？
／
法
人
や
個
人
が
事
業
を

営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、機
械
、

工
具
、器
具
、備
品
な
ど
の
固
定
資
産
を
『
償

却
資
産
』
と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
く

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
農
業
用
機
械
も
含
み
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課  

固
定
資
産
税
係
（
田
沢

湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
７

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た

場
合
は
、
原
則
と
し
て
１
割
（
所
得
の

多
い
方
は
３
割
）
の
窓
口
負
担
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
加
入
す
る
こ
と
で
従
来

よ
り
窓
口
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

全
て
の
被
保
険
者
の
方
か
ら
所
得
に
応

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
、
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ

申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●後期高齢者医療制度に加入することができる障がいの程度

判定基準となる手帳 障がいの程度

身体障害者手帳

1 級、2 級、3 級

4 級の一部（音声機能・言語機能

またはそしゃく機能の 4 級、下肢

障害 4 級の 1 号・3 号・4 号）　

療育手帳 重度（Ａ）

精神障害者
保健福祉手帳

1 級、2 級

●医療費の窓口負担

後期高齢者医療制度以外の医療保険制度
後期高齢者医療制度

65 歳～ 69 歳の方 70 歳～ 74 歳の方

3割

2割
（昭和19年4月1日生

までの方は 1 割）

（所得の多い方は 3 割）

1割
（所得の多い方は 3 割）

じ
た
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。（
加
入
す
る
こ
と
で
従
来
よ
り
保

険
料
負
担
が
低
く
な
る
場
合
と
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
加
入
前
の
被

保
険
者
証
等
、
印
鑑
、
障
が
い
の
程

度
が
分
か
る
も
の
（
身
体
障
害
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ
）

※
障
害
認
定
に
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
場

合
、
加
入
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
料
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※
月
の
途
中
で
認
定
を
受
け
る

場
合
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
医
療
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
そ
れ
ぞ
れ
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
月
の
病
院
等
で
支
払
う

自
己
負
担
額
が
最
大
２
倍
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
民
課  

国
保

年
金
係
（
角
館
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
３
３
１
６

新潮社から寄贈された図書を紹介します

やっぱり、かんたん  が  おいしい！
－スーパー主婦・足立さんのお役立
ちレシピ－ [著] 足立洋子 / 清張映画
にかけた男たち -『張込み』から『砂
の器』へ -[著] 西村雄一郎 / 夜の木
の下で [著] 湯本香樹実 / 太陽・惑星
[著] 上田岳弘 / 菊之助の礼儀 [著] 長
谷部浩 / 長期投資家の「先を読む」
発想法 -10 年後に上がる株をどう選ぶのか -[著] 澤上篤人
/STAP 細胞に群がった悪いヤツら [著] 小畑峰太郎 / パリ生
まれ  プップおばさんの料理帖 [著] オプティ美保、高崎順
子 / 図書館奇譚 [著] 村上春樹 [イラスト] カット・メンシッ
ク / 逢魔 [著] 唯川恵 / あらもの図鑑 [編] 松野弘 / ビッグデー
タの罠 [著] 岡嶋裕史 / 山本周五郎長篇小説全集  第二十三
巻  寝ぼけ署長 [著] 山本周五郎 / 山崎豊子全集〔第二期〕
第 3 巻  運命の人（三）[著] 山崎豊子 / 努力とは馬鹿に恵
えた夢である [著] 立川談志 / ジュンのための 6 つの小曲 [著]
古谷田奈月 / 明日はわが身  若年性認知症の夫と生きる [著]
南田佐智恵 / 直観を信じる力 - 人生のレールは自分で描こ
う -[著] 岩瀬大輔
　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書　
1 月はちょっとユニークな本をご紹介します。

美しい人体図鑑 [編] コリン・
ソルター / 似ていることば [著]
おかべたかし・やまでたかし
/ 教誨師 [著] 堀川惠子 / たま
ご大事典 [著] 高木伸一 / 甲子
園 100 の言葉 [著] 吉本誠 / 生
誕 120 周年江戸川乱歩の迷宮
世界 [発] 洋泉社 / 山のことば
辞典 [著] 豊田和弘 / もうひとつの「永遠の 0」[著] 方喰正
彰 / 最後のプレイボール [監] 岩崎夏海 / 認知の母にキッス
され [著] ねじめ正一 / 人を育てる箱根駅伝の名言 [著] 生
島淳 / 跳びはねる思考 [著] 東田直樹 /「吉田調書」を読み
解く　朝日誤報事件と現場の真実 [著] 門田隆将 / 不妊ス
トレスにさようなら[著]バーバラ・ブリッツアー/日本サッ
カーの未来地図 [著] 宮本恒靖 / 東北近代文学事典 [編] 日
本近代文学会東北支部

『新潮選書』特集
　本格的な冬を迎え、家の中で過ごす時間が多くなるこの
季節に新潮社の叢書『新潮選書』を特集します。『新潮選書』
は 1967 年 5 月に創刊されて以来、現在にいたるまで毎月
およそ、2 ～ 3 冊ずつ刊行され続けています。そのカテゴ
リは、人間を見つめる、歴史と文明をよく知る、科学の眼
をひらく、健康と医療を考える、異文化に親しむ、思想や
宗教をじっくり学ぶ、文学や芸術を愉しむ、生活を楽しむ、
現代社会の問題をあぶりだす、人生を考える、というよう
に多岐にわたっていて、ゆっくり本を読み、じっくり考え
たいあなたにはぴったりです。この機会にぜひ読書本来の
喜びを味わってください。

1 月テーマ展示のお知らせ

男性・メンズ・男子・おとこのコーナー
趣味・メカ・オシャレ・時代小説・社会情勢など、読みた
くなるオトコの本をご紹介します。

「おはなし玉手箱」みんなできてね！
《日時》　１月１７日 土 　１０：００～

　　  こまっちゃんの紙芝居と手品
　　  たのしい冬のおはなしと歌
　　  手話をおぼえてごあいさつ

図書館
情報局
LIBRARY

学習資料館
☎ 43-3333

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　1月休館日・1日 木 ～4日 日 年始 、5日 月 、19日 月 、26日 月

1月休館日
1日 木 ～ 4日 日 年始 、5日 月 、12日 月・祝 、13日 火・振替 、19日 月 、26日 月

1月休館日
1日 木 ～ 4日 日 年始 、5日 月 、12日 月・祝 、13日 火・振替 、19日 月 、26日 月 、31日 土・月末

田沢湖図書館  ☎ 43-1307

ポプラ社

入
場
無
料
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